
行方市立北浦中学校の部活動に係る活動方針  

行方市立北浦中学校  

  

１ 策定の趣旨  

「行方市立北浦中学校の部活動に係る活動方針」は，全ての生徒にとって望ましい活動環境を構築す

るという観点に立ち，部活動が以下の点を重視して，地域，学校，競技種目に応じた多様な形で実施さ

れることを目指す。  

  

〇 知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育む「日本型学校教育」の意義を踏まえる。  

〇 生徒が運動やスポーツを主体的に楽しむことで運動習慣の確立等を図り，生涯にわたって心身の健

康を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成を図るとともに，バラ

ンスのとれた心身の成長と豊かな学校生活を送ることが実現できるようにする。  

〇 生徒が生涯にわたって学び，芸術文化等の活動に親しみ，多様な表現や鑑賞の活動を通して，豊か

な心や創造性の涵養を目指した教育の充実に努めるとともに，バランスの取れた心身の成長と学校

生活を送ることができるようにする。  

〇 部活動は，生徒の自主的，自発的な参加により行われるものであり，学校教育の一環として教育 

課程との密接な関連を図り，適正な時間管理の下，合理的でかつ効率的・効果的な運営に努める。  

〇 学校全体として，部活動の運営及び指導に係る体制構築に努める。  

  

２ 部活動について  

(1)学校教育の一環として  

① 部活動は，生徒の多様な学びの場として大きな意義を有するものであることから，学校の教育

目標及び経営方針に基づき，計画的に実施するものである。  

② 部活動は，学校としての組織力を高めながら学校全体の教育活動として適切な運営を図ってい

く必要がある。  

③ ＰＴＡ総会やＨＰ等を利用して，学校としての部活動の運営方針について広く発信する。  

(2)適切な運営のための体制整備  

① 部活動の方針の策定等  

ア 校長は，「学校の部活動に係る活動方針」及び「活動計画」を公表する。  

② 部活動の指導・運営に係る体制の構築  



ア 校長は，生徒の安全確保，指導内容の充実，顧問の業務の適正化を図る観点から，円滑に部

活動の運営ができるよう，部活動の数の調整を図る。  

(ア) 部活動の適正数設置の目的について  

○ 生徒数が減少している状況において、生徒がより意欲をもって活動できる人数や連帯感

を感じられる人数となるようにし、部活動の目的であるスポーツや文化、科学等に親しま

せ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の効果的な

育成を目指す。  

○ 複数顧問体制を確立し、指導時間を分担して取り組むなど、顧問教員（教職員）の負担 

の軽減を図る。  

  

(イ) 部活動の適正数の目安及び複数顧問体制の確立について  各部活動に顧問教員（管理

職、養護教諭、栄養教諭、事務職員を除く）を原則複数人数配置できる部活動数とする。  

【例：教員が 30人（管理職、養護教諭、栄養教諭、事務職員を除く）の場合、15部活動以下が望ましい。】  

※同じ種目で男女一緒に活動している場合は１部活動、別に活動している場合は２部活動とする。  

※時限的活動または大会時のみの活動のため、特設部を設置している場合は、引率をする教員は必要

であるが、顧問教員（教職員）は配置しなくてもよい。  

    

(ウ) 部活動数の削減の目安等について  

a削減の条件について  

             原則として、新入生が加入した時点で、運動部は団体登録人数（バレーボール部であれ

ば６人）に満たない場合、削減の対象とする。  

ｂ検討時期における対応について  

・aの削減の条件に当てはまる状況が２年続いた場合は、その年度内に廃部とする。  

・aの削減の条件に当てはまる１年目の時点で、合同部活動や拠点校部活動を実施した

り、地域クラブ等と連携したりしながら、活動の場の確保について検討する。  

・今後の部活動の対応等については、生徒や保護者等に早めに公表し、段階的に部活動

の削減を進める。  

ｃ留意点について  

・生徒、保護者、地域の実態を考慮し、十分に説明を行った上で慎重に削減をする。  



         ・中学校においては、小学６年生等への部活動加入希望調査を行うなど、見通しをもっ

て対応する。  

・国体正式競技かつ県内で設置数の少ない競技等の部活動については、削減の条件に当

てはまる場合でも、対象としなくてもよい。  

イ 部活動の運営に関する組織体制として「部活動顧問会」を設置する。  

ウ 校長は，各部の毎月の活動計画及び活動実績の確認等により，状況の把握に努める。  

エ 近隣の学校間における連携を充実させ，指導に関する情報等の共有を図る。  

(3)合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組  

① 適切な指導の実施  

ア校長及び顧問は，文部科学省の「運動部活動での指導のガイドライン」(Ｈ２５．５)に則り，

生徒の心身の健康管理，事故防止及び体罰・ハラスメントの根絶を徹底する。  

イ運動部顧問は，科学的な見地に基づき，計画的に休養日を設定することが必要なこと，また，

過度の練習は，必ずしも体力・運動能力の向上につながらないこと等を正しく理解する。  

ウ文化部顧問は,生徒が生涯にわたって文化・科学等に親しむ基礎を培うことができるよう,生徒

とコミュニケーションを十分に図り,生徒がバーンアウトすることなく,それぞれの目標を達成

できるよう,休養を適切に取りつつ,短時間で効果が得られる指導を行う。  

エ部活動の運営をマネジメントしていく観点から，部活動経営の「ＲＰＤＣＡサイクル」を着実

に実施する。  

オ部活動顧問は，活動目標，指導方針，試合等，具体的な活動内容や方法等について，生徒や保

護者が十分に理解できるよう適切に伝える。  

カ校長及び顧問は，生徒の生活や健康に留意するとともに，熱中症事故の防止等の安全確保を徹

底するため，「熱中症予防運動方針」等を参考に，部活動の実施について適切に判断する。ま

た，気象庁の高温注意情報及び環境省熱中症予防情報サイト上の暑さ指数等の情報に十分留意

し，気温・湿度などの環境条件に配慮した活動を実施する。その際，屋内外に関わらず，活動

の中止や延期，見直し等柔軟な対応を検討する。特に，暑さ指数（WBGT）が 31℃以上の場合

は，屋外の活動を原則として行わない。  

② 運動部活動用指導手引きの普及・活用  

    運動部顧問は，茨城県中学校体育連盟が各専門部に配付する中央競技団体の指導手引きを活用 

(4)①に基づく指導を行う。  

(5)適切な休養日の設定  



① 学期中は週当たり３日以上の休養日を設定する。(平日は原則月曜日と木曜日を休養日とし，

土日はいずれかを休養日とする。また，週末に大会参加等で活動した場合は，休養日を翌週の

土日曜日で確保する。) ただし、中体連関係の大会(新人体育大会、総合体育大会)等の前は、

各中学校の実態や実情に応じて練習日となる場合もある。 

② 長期休業中における休養日の設定は，学期中に準じた扱いをするとともに，次の休業日数（休

日・祝日を含む）を設けること。  

（夏季休業中：15日以上 冬季休業中：8日以上 学年末・始休業中：3日以上）また，ある

程度長期の休養期間(オフシーズン)を設ける。  

③ 一日の活動時間は，平日２時間，休業日は３時間とする。  

④ 朝の活動は，行わない。  

⑤ 全国中学校体育大会及び県新人体育大会の予選を含む試合前,並びに大会やコンクール・コン

テスト・発表会等の前は，校長のリーダーシップの下，活動時間等の調整をする。  

⑥ 校長は，「学校の部活動に係る活動方針」の策定にあたっては，市の策定した方針に則り，各

部活動の休養日及び活動時間を設定し，公表する。各部活動の活動内容を把握し，適宜，指

導・是正を行う等，その適切な運用を徹底する。  

⑦ 定期試験の実施前３日，実力テストの実施前１日を休養日とする。  

(6)生徒のニーズを踏まえたスポーツ環境の整備  

⑧ 生徒の多様なニーズを踏まえた部活動の設置  

ア校長は，季節毎に異なるスポーツを行う活動，体力つくりを目的とした活動等，生徒の多様な

ニーズに応じた活動を行うことができる部活動の設置を検討する。  

イ高い資質・能力を有し，質の高い活動が必要とされる生徒に対しては，各種団体等の外部の協

力を得る等，組織として育成体制を整える。  

⑨ 地域との連携     市教育委員会及び校長は，学校や地域の実態に応じて，地域のスポーツ団

体との連携，保護者の理解と協力，民間事業者の活用等による，学校と地域が協働・融合した

形での地域におけるスポーツ環境の整備を推進する。  

(7)学校単位で参加する大会等の見直し  

⑩ 市教育委員会が定める参加大会数の上限の目安は中体連主催大会（全国・関東・県・地区を含

む）以外の大会数を年間 10回程度とする。  



⑪ 校長は，茨城県中学校体育連盟及び県内の文化部活動に関わる組織並びに市教育委員会が定め

る大会数等の上限の目安等を踏まえ，生徒や顧問の過度な負担とならないことを考慮して，参

加する大会等を精査する。  

３ 本年度の部活動  

(1)本年度設置する部活動  

野球  サッカー  男子ハンドボール  女子ハンドボール  女子ソフトテニス  

女子バスケットボール  女子バレーボール  卓球  吹奏楽  美術  

(2)活動時間（平日）  

月  4～9  10  11  12  1  2  3  

完全下校  17:45 17:15 16:45 16:30 16:45 17：00 17:30 

※完全下校時刻の 15分前を部活動終了時刻とする。  

 

平成 31年 3月 12日一部改訂

平成 31年 4月 3日一部改訂

平成 31年 4月 12日一部改訂

令和元年 11月 1日一部改訂

令和２年９月１日一部改訂 

令和３年４月１日一部改訂  

令和４年 1月 18日一部改訂 

令和 4年 6月一部改訂 

令和 5年 4月 1日一部改訂 


